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一骨密度に影響を与え る因子に つ い て 一
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〈目的〉神経性食思不振症 （以下本症）で は骨量が

減少 し将来の 骨粗鬆症 の リス ク フ ァ クタ
ーと な る

こ とが知 られ て い る 。 しか しなが ら骨量減少に関

与する因子 、 病状の 変化に よる骨量 の変動に つ い

て は ほ と ん ど知 られ て い な い 。 本研究で は こ れ ら

の 点を明 らかに しよ うとした 。

〈方法〉続発無月経を主訴 と して 来院 し本症と診

断された 21例（14−26歳、平均 18．　9Wh）を対象とし

た 。 本症の診断は厚生 省特定疾患神経性食欲不振

症調査研究班の診断基準 に よ っ た 。 骨密度は DEXA

法を用 い て第 2第 4腰椎正面を測定 した 。   身長、

体重、BMI、血中E2値、発症年齢 、 罹病期間 、 無

月経 の 期間、BMIく王6で あ っ た期間と骨密度との 関

連 に つ い て 検討した。  さ らに こ の うち 1 例につ

い て経時的に （4−14ヶ 月）骨密度の 推移を調べ た。

体重が回復せ ず無月経 の まま の群（A群、6例）、病

状が回復 し月経が再開 した群（B群、4例）に わけた。

〈成績〉   本症の 骨密度は0．889± 0．0879／cm2 （対

照の 87．2％）に低下 して い た 。   骨密度測定時の身

長 、 体重、BMI、血 中E ，値と骨密度 と の 聞に は関

連がなか っ た。罹病期間（p〈O．　Ol）、 無月経 の 期間

（pく0．05）、 BMIく16で あ っ た期間（p〈0．01）が長 くな

るほ ど 骨密度は有意に低下 して い た 。   骨密度の

経時的変化を測定す るとA群で は 全例低下 して お

り年間変化率 の 平均は
一4．67％で あ っ た。一

方B群

で は ＋2．1％増加 して い た 。

〈結論〉  罹病期問、無月経の期間な ら び に体重

減少の期間が骨密度 の 低下 に大き く影響 して い る

こ と  体重および月経 の 回復 して い な い 例で は骨

密度の減少 が続 くこ と が明 らか に な っ た 。 本症は

骨代謝の面か ら も忠 春期に お け る 重要な疾患 で あ

り，適切な治療の必要性が示唆され た。

［目的］estrogen （E）が HDL 代謝に与え る影響に つ い て

報告 して きた 。 今回、E に併用す るmedroxyprogester

−one ・acetate（MPA ）が、　Eの 脂質代謝へ の 効果 に及 ぼ

す影響に つ い て、関連酵素活性 を中心 に検討 した。

［方法］閉経後 ；卵巣摘除婦人 を対象 と し、control（C）

群 36人 、E 群29人（結合型E（CEE ）0．625mg，3ケ月内服）

、P1群22人（CEE 　O．625mg＋MPA2 ．5mg ，3ケ月内服）、

P2群 20人（CEE 　O．625mg ＋MPA5 ．Omg，3ケ月内服）の 血

中racholesterol（Ch ）、中性脂肪、　 HDL −Ch 、 ア ポ 湿 ，

AII蛋 白濃度、　 LPL 、　 H −TGL 活性 を測定した 。 ［成績］

1），HDL −Ch，ア ポ AI，　AIIはC群 に 比較し、　E群 で い ず

れ も有意に高値を示 し た が 、 MPA 投与効果はP1，P2

群 の 順 に容量依存的 に 減少 し、P2群 で はC群の濃度

まで低下 した。2），LDL −Ch はC群 に 比較 し、　E，　P1，

P2群 い ずれ も有意の低値を示 した 。 3），LPL は4群間

で 差 を認 め な か っ た 。 H −TGL は C群 の 33，44±16．16

PMXhrlmlに比較 し、　 E群で 21．78＿−i6．42PtMlhr／ml と有意

な低 下 を示 した が 、 P1，P2群 で各々 23．94±13．34、

28．43±19．94pMlhrlmlとMPA の 容量依存的な 上昇を

示 し 、 P2群 で はC群 と差 を認めなか っ た。 4），　H −TGL

とHDL −Ch 間 に有意の 負の相関 を認 め 、
　LDL −Ch 間に

は 相関 を認 め なか っ た 。 ［結論］E群 で 高値の HDL −Ch ，

ア ポ AI，　AIIは、　 MPA 投与 で容量依存的 な減少 を示

す
一

方、E群 で低値の H −TGL は逆に容量依存的な上

昇 を示す こ と よ り、E の H −TGL 活性抑制効果をMPA

が相殺する可能性が示唆され た 。 H −TGL とHDL −Ch

間 の 負の相関か ら、HDL −Ch濃度は H −TGL に規定さ

れる もの と考えられ た 。 LDL −Ch はE，　Pl，M 各群 で

低値を示したが、LPL に 変動な くH −TGL 間 と相関 が

な い こ と よ り、LDL −　Ch濃度へ の LPL，　H −TGL の 関与

は少な い こ と も示 さ れ た。以上 の 成績は、ホル モ ン

補充療法（E ＋ MPA ）に 有用 な知見で あ る と考え る。
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